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 JSTQB：Japan Software Testing Qualifications Board

日本におけるソフトウェアテスト技術者資格認定の運営組織です。

 2006年より資格認証を開始！

各国のテスト技術者認定組織が参加している ISTQB

（International Software Testing Qualifications Board）に加盟しています

JSTQB について
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 ISTQB：International Software Testing Qualifications Board

 ソフトウェアテストに関する国際的な資格認証 を行う非営利団体です

 2002年に設立！

 ISTQB加盟国の試験は合計で100万件以上実施

 90万件以上の資格が発行されています

ISTQB について
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130カ国以上

 ISTQBの加盟国で発行された認定は加盟国間で相互認証されます
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ISTQB の加盟国



国内の認定は2万件を突破
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JSTQBの認定技術者
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日本での認定実施状況
AGILE CORE SPECIALIST

Expert Level

Test Management

Improving the Testing 
Process

Security Tester

Test Automation  
Engineer

Model-Based Tester

Usability Testing

Automotive Software  
Tester

Gambling Industry Tester

Mobile Application Testing

Performance Testing

Acceptance Testing

Advanced Level

Agile Technical Tester

Agile Test Leadership
at Scale

(IN BETA 2021)

Agile Tester

Foundation Level

Test Manager

Test Analyst

Technical Test Analyst

Certified Tester

Advanced Level Advanced Level

Foundation Level

Foundation Level

2022年3月時点、日本において認定試験
を実施しているのは以下のとおりです。

＜Foundation Level＞
・Certified Tester
・Automotive Software Tester 

＜Advanced Level＞
・Test Manager
・Test Analyst

2022年3月時点、日本語に翻訳され
ているシラバスは、以下となってお
ります。

＜Foundation Level＞
・Certified Tester
・Agile Tester 
・Automotive Software Tester
・Mobile Application Tester

＜Advanced Level＞
・Test Manager
・Test Analyst
・Technical Test Analyst
・Test Automation  Engineer



CBT (コンピュータ・ベースド・テスティング) による

認定試験の実施について

JSTQB 技術委員会
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 2022年夏頃を目標にCBTで認定試験をはじめます。

 “って、”そもそもCBTって何？

 CBTとはComputer Based Testingの略で、コンピュータを利用した試験を
意味しています。受験者は試験端末に表示される設問に対して、回答を試験
端末で選択することになります。

 CBTに移行する理由は？

 受験の利便性と受験する機会を増やすことを目的としています。受験者は個
人の受験状況を確認できるようになります。

 現在、定期で開催している受験枠では足りなくなっています。

JSTQBは、CBTによる認定試験をはじめます。
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 JSTQBの資格試験が、定期開催の集合形式の試験から随時受験申し込みができるテスト
センターでCBT受験のみとなります。（2月/8月試験は廃止されます。）

 CBTのメリットは？

 受験者の空き時間に受験できる（*注 試験日時を設定した試験科目も予定しています。）

 47都道府県にあるテストセンターで受験できる

 申込/変更/キャンセルも容易

 受験履歴や情報が確認できるようになります

 資格受験について

 受験料金は据えおきます

 合格通知までの時間を短縮します

 今後の予定など

 実施試験は、CTAL-TM/CTFLから開始し、順次増やす予定です

CBTで何がかわるの？
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 いつ受験できるの？（CBTに移行後）

 ご希望のテストセンターに空き時間があれば、いつでも受験できます。（ただし、
同じ試験は受験後、3か月は申込できません。）

 自宅で受験できるの？

 いいえ。CBTベンダーの提携するテストセンターでの受験となります。

 日本語以外でも受験できるの？

 いいえ。JSTQBが実施する試験は日本語のみになります。

 合否結果はいつ通知されるの？

 受験後、2週間程度を予定しています。合格証はお手元にお送りします。

 CTAL-TMを受験資格を得るための審査はどうなるの？

 Webから審査申し込みができるようにします。審査期間も大幅に短縮します。

CBTの疑問にお答えします。（Part-1）
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 CBT受験での団体受験は？

 受験料金を一括でお支払いいただくことは可能です。ただし、申し込みは受験者個
人で実施してください。

 CBT以外での団体受験の方法も検討中です。詳細が決まりましたら、ご案内します。

 直接ご質問されたい方は、

 JSTQBチャンネル（#JSTQB）までお越しください。

 CBTに関する情報はピアソンVUEのHPも参照してください。

 ピアソンVUE のページ https://www.pearsonvue.co.jp/

CBTの疑問にお答えします。（Part-2）
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お知らせ

JSTQB 技術委員会
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10 月中旬オンライン開催予定

 ISTQB からのスペシャルゲストの参加を予定

どなたでも無料で参加できます

 JSTQBパートナープログラムに参加している

企業様はオフライン参加枠を確保

JSTQB カンファレンス in 2022 を開催します
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 JSTQBに関する情報を配信中！

公式 Twitter
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フォローお願いいたします



JSTQB 技術委員のスタンス

資格認定向けのシラバスは
無料でダウンロードできる有用な技術情報です

気軽にダウンロードして技術の向上にご活用ください

技術が身につきましたら、知識の整理のために
資格試験を受験してみてください
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EOF
JSTQBへお問い合わせ

JSTQBに関するお問い合わせ窓口
JSTQB（Japan Software Testing Qualifications Board）

E-mail： query@jstqb.jp

本アドレスで受けられるメールの最大容量は
100MBとなっておりますのでご注意ください

FAQもあわせてご利用ください
http://jstqb.jp/faq.html

mailto:query@jstqb.jp

